
 

居眠りに

２時間寝

だ」と言

こういう

の辺とも

させてい

 それで

ったり、

活躍の田

いと思い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中 よ

いします

 私は、

通事故減

参加させ

ています

 スポー

のはどう

あるとは

話をいた

めて考え

 私自身

し、ただ

して、1

も、高校

そこで免

海道の冬

にならなくて

寝てしまって

言って、また

うストーリー

も絡んでいる

いただければ

では、全国で

スポーツコ

田中さんから

います。よろ

よろしくお願

す。 

北海道出身

減少を目指し

せていただい

す。 

ーツと交通事

ういうことな

は思うのです

ただいてから

えるきっかけ

身は、車も勿

だ、免許を取

5歳まで北海

校入学と同時

免許を取った

冬の運転とい

て本格的に寝

て、起きて、

た眠たくなっ

ーだと思うの

る話で、また

ばと思ってい

で水泳教室の

コメンテータ

らお話をちょ

ろしくお願い

願いします。

身でして、今

してというフ

いて、大変う

事故とのかか

なのかと皆さ

すが、私自身

ら、交通事故

けをいただき

勿論今、運転

取ったのは1

海道にいたの

時に東京に行

たものですか

いうのは、１

寝てしまう。

「さあ仕事

ってしまう、

のですが、そ

た後で議論を

ます。 

の先生をなさ

ターとして御

ょうだいした

します。 

皆さんお願

今回、この交

フォーラムに

うれしく思っ

かわりという

さんも御興味

身も、このお

故について改

ました。 

転しています

8歳のときで

のですけれど

行きまして、

から、実は北

１度か２度し
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事

そ

を

さ

御

た

願

交

に

っ

う

味

お

改

す

で

ど

北

し

か

け

本

い

く

は

ニ

に

と

な

１

さ

で

し

い

で

ま

り

樽

間

そ

な

い

ろ

て

す

事

の

え

プ

込

ど

を

う

かしたことは

け危険かとい

本当に皆様の

いて、改めて

感じていま

その１度、

はないのです

ニア州という

に、１度危険

というのも、

ないのですけ

日ですごく

さな、高い車

ですが、運転

しているとき

いまして、ク

でも、やはり

まって、一度

ます。 

また、父親

樽の方でして

間半、冬なん

そういったと

な目に遭った

いて、例えば

ろでスリップ

て、車が横転

すごい事故が

事なのでこう

のですけれど

えなくなって

プしてしまっ

込められたこ

どれだけ大変

をつけなけれ

うことを実感

はないのです

いうのは、今

のお話を聴い

て冬の道の怖

す。 

２度の運転

すけれども、

ところに留

険な目に遭っ

そんなに積

けれども、す

大量に雪が

車ではなかっ

転して、広い

きに、やはり

クルクル車が

とっさにブ

度だけ怖い思

親が岩見沢か

て、ずっと通

んかは２時間

ときの冬道の

たことがある

ば、両サイド

プして、その

転ではなくて

が起きたりと

やって話さ

ども。それと

てしまって、

って、そこに

こともあると

変な、雪道と

ればいけない

しています。

す。なので、

今日、逆に言

いていて教え

怖さというの

転の中で、北

アメリカの

留学をしてい

ったことがあ

積雪のある地

すごく寒いと

が降って、普

ったので怖か

い駐車場の中

りスリップし

が回ってしま

ブレーキを踏

思いをしたこ

から、実は職

通っています

間近くかかり

の話を何度か

るというのを

ドに雪山が高

のまま上って

て回転するぐ

とか。まあ、

させてもらっ

とか、前も後

エンジンも

に５時間ぐら

という話を聴

というのはや

いことなのか

。 

どれだ

言うと、

えられて

のをすご

北海道で

のバージ

いるとき

あります。

地域では

ところで、

普通の小

かったの

中で運転

してしま

まって。

踏んでし

ことがあ

職場が小

す。１時

ますね。

か、危険

を聴いて

高いとこ

てしまっ

ぐらいに

命が無

っている

後ろも見

もストッ

らい閉じ

聴くと、

やはり気

かなとい
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 また、先ほど眠気という話を聴いていて

思ったのが、溝端先生も今おっしゃったよ

うに、昼寝をされている方もいらっしゃる

というのですけれども、水泳選手というの

は朝練と午後練がありまして、昼は必ず昼

寝をします。大会でも、予選と決勝の間に

昼寝をするんですね。というのを言い訳に

して、特に昼間眠くなります。引退してか

らもその特徴が抜けないのか、昼はどうし

ても眠くなるんですね。運転していても、

やはり眠くなって、今、テストを受けてい

たのですけれども、13点というのは高いで

すか。 

萩原 ちょっと高いですね。 

田中 高いということで、本当に気をつけ

なければいけないなと思っているのですけ

れども、現役時代も、そうやって朝早くに

起きて練習をして、昼寝をせずにまた午後

の練習に行くときなんかは、練習場所が遠

いときには時々車を使って行くのですが、

本当に眠くなるんですよね。先ほどテスト

の中でも、渋滞で２～３分止まっても、目

を閉じたら、寝ていたのではないかなとい

う危険なときがあると、私は何度か経験し

たことがあるんですけれども、そういうと

きは、大体疲労と睡眠不足が重なっている

ときかなと思います。 

 今となっては、お酒を飲んで運転しない

というのは、本当に皆さん、心にとめてい

らっしゃる方がたくさんいらっしゃると思

いますし、私も、それはもう絶対だという

のがわかっているのですけれども、逆に言

うと、疲れているときとか寝不足のときっ

て、無理して運転してしまうことは、まだ

皆さんあると思うし、私自身もどうしても

あるんですね。そういったことの方が、今

となっては、お酒というのは普通に当たり

前に危険だということを認識しているので

すが、そういう自分の体調の意識というの

は、まだまだ皆さんの中で根づいていない、

私の中でもちょっと気をつけなければいけ

ない点かなと思った次第です。 

 今までお話を聴かせていただいていると、

実質、物質的な原因というものがたくさん

あると思います。勿論、道路、路面の状態

ですとか、睡眠不足ですとか、体調ですと

かというものもあると思うのですけれども、

その中に、やはり不注意だったりとか、自

分の運転に対しての過信というものが含ま

れるのかなと思います。私は自分で、実は

運転がうまいと思っています。自分で言う

のも何ですけれども。そう思っていること

が、多分、一番危険なんだなということを

感じることも多々あって、やはりそういっ

た過信だったりとか不注意というもの、

日々、毎日車に乗っている人こそ、そうい

ったことに気をつけなければいけないので

はないかと改めて思いました。 

 ちょっと話が飛んでしまうのですけれど

も、不注意だったり過信というところの裏

づけとして、私はスポーツを20年近くして

きまして、いろいろなことを学んだ中に、

人とのつながりだったりとか、人への感謝

とか、自分が人から支えられているという

ことを実感することが本当にたくさんあり

ました。 

 特に大きいきっかけとなったのは、シド

ニーオリンピック、今からもう10年も前に

なりますけれども、メドレーリレーで銅メ

ダルを取ることができたのですが、そのと

きというのは、私は自分の個人としてのメ

ダルも目指していて、結局、予選会でピー



 

クを迎え

子が悪く

番でした

で６位と

ってしま

に残って

思ってい

 けれど

３人のメ

ても４人

んだとい

思い切り

て、泳ぐ

勝ってメ

にかけて

そういっ

ゃなくて

仲間は勿

そういっ

の人に生

感じまし

ういった

ないなか

にとって

というこ

 ちょっ

ども、ど

て人を大

ることに

いった不

ためでも

ういった

無理やり

いうこと

命の大切

たら、本

えてしまって

くなって、不

た。実際に結

と200メートル

まって、泳ぐ

ていたリレー

いました。 

ども、４人で

メンバーが本

人で泳いだら

いう言葉をい

り自分にチャ

ぐことができ

メダルを取っ

てもらったと

った重さとい

て、周りの人

勿論です、プ

ったこと、か

生かされてい

した。その分

た感謝の気持

かったり、そ

てのためにな

ことを感じて

っと交通事故

どういうこと

大事に思うこ

にもつながっ

不注意とかと

もあったりす

た周りの人の

りにつなげた

とをすごく実

切さというも

本当に勝手に

て、そこから

不安の中で迎

結果としては

ルで７位とい

ぐのも怖くな

ーに出たくな

でリレーは泳

本当に、１人

ら絶対にメダ

いただいて、

ャレンジする

きて、0.3秒差

ったときに、

ときに、すご

いうのは、本

人、コーチも

プラス親だっ

かかわってい

いるなという

分、自分も周

持ちを伝えな

そうすること

なったりとか

ています。 

故から離れて

とかというと

ことが、自分

っていて、事

というのは、

するのですけ

のためでもあ

たわけではな

実感すること

ものが、自分

にあきらめら

らどんどん調

迎えたのが本

は100メートル

いう結果にな

なって、最後

ないとずっと

泳ぐのですが

人で取れなく

ダルを取れる

その言葉で

ることができ

差でドイツに

メダルを首

ごく重たくて

本当に１人じ

もそうですし

ったりとか、

いる人すべて

うのをすごく

周りの人にそ

なければいけ

とが周りの人

かするんだな

ていますけれ

と、そうやっ

分を大切にす

事故とかそう

結局自分の

けれども、そ

あるという。

なくて、そう

とが多いです

分のものだっ

られたりとか
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調

本

ル

な

後

と

が、

く

る

で

き

に

首

て。

じ

し、

て

く

そ

け

人

な

れ

っ

す

う

の

そ

う

す。

っ

か、

い

き

思

な

だ

れ

と

っ

大

の

一

い

も

の

ん

あ

い

思

て

愛

や

と

と

け

ま

で

いつでも、特

きなんかは、

思っていたり

なと思ってい

だ、周りに余

れる人がいる

とか、その人

っとしたいと

大したことな

のではないか

一つのテーマ

いました。

私は今、東

も、大概、北

のことに関し

んだよね」と

ああ、そうみ

い道を走ると

思いましたが

ていると、愛

愛知出身の方

やはり一人一

という気持ち

と思いますし

けない。ワー

まだ恐らく２

ですね。もっ

特に私は、水

いつ水泳を

、変な話、

いることが多

余りにも自分

るために、頑

人たちと一緒

とか、何かそ

ないようです

かと思いまし

マとさせてい

東京に16年住

北海道出身と

して言えば、

と言われます

みたいなんだ

と、そうなっ

が、さっき平

愛知が一番だ

方がいたらす

一人の１番に

ちがそういう

し、決してそ

ースト１位を

位のあたり

っともっと、

水泳をやって

をやめてもい

いつ死んで

多かったんで

分のことを支

頑張りたいだ

緒に楽しいこ

そういうこと

すごく大きい

して、この場

いただけたら

住んでいます

と言うと、交

「事故が一

す。言われる

だけど、あの

ってしまうの

平澤先生の話

だったという

すみません。

になってはい

う結果になっ

それで甘んじ

を抜けたとい

りなんですか

ベスト１位

ていると

いいなと

でもいい

です。た

支えてく

だったり

ことをも

とって、

いことな

場で話す

らなと思

すけれど

交通安全

一番多い

るたびに、

の広い長

のかなと

話を聴い

ことで、

でも、

いけない

っていた

じてはい

いっても、

か、２位

位になる
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ように北海道の方たちに気をつけていただ

いて、私も何かできることがあったら協力

していきたいなと思います。 

 北海道に帰ってくるときには、大矢さん

がおっしゃっていたように、講習を受けさ

せていただいて、冬道も気をつけたいなと

思います。今日は一緒に勉強していきたい

なと思っています。 

 私からは以上になります。ありがとうご

ざいます。 

溝端 ありがとうございました。大変すて

きな話を伺ったように思うんです。とりわ

け私の今、記憶というか、それに残ったの

は、人から支えられて頑張れたというお話

がございました。北海道は、別室で、控室

の方でちょっと話しているときに、今560万

人だけれども、道人口ですね、それが20年

ぐらいすると400万人ちょっとかな、それぐ

らいになると。日本全国で言えば3,000万と

か4,000万人とかこれから減るんですよね。

20年あるいは40年かけて三千何百万人とい

う数字が出ていましたけれども、とにかく

減っていくと。 

 一方で、今年の猛暑の時期でしたけれど

も、マスコミが行方不明100歳以上高齢者と

いう事で大騒ぎになりましたよね。それっ

て、そこまで人間が生きてしまうと、みん

な「お一人様」になるんですよね。カップ

ルであっても、男性の方があの世に先に行

きます。ですので、女性が残されてお一人

様になるわけですね。そのときに、やはり

人から支えられている、地域でどうやって

支えてあげるかという話は、物すごく大事

なことになるので、支えてもらうと頑張れ

るってありますよね。それは高齢者でも全

く同じで、私は、とりわけ北海道は大変な

ところがいっぱいあると思うんですね。札

幌の近辺は大変よろしいところだと思うの

ですけれども、ちょっと地方というか郡部

と申し上げたらいいでしょうか、そういう

ところに入っていくと、その問題が如実に

出てくる。 

 最初に、お生まれになったのは遠軽町と

いうお話をいただきましたけど、人口規模

はどれぐらいでしょうか。 

田中 えっ、どれぐらいなんでしょうか。 

溝端 わかりませんか。 

田中 聞いておきます。 

溝端 いいえ。多分大変なことになってい

るだろうと思うんですね。 

田中 そうですね。先日も、実は遠軽町で

水泳のレッスンがあって行ってきたんです

けれども、やはり、だんだんと人口減少し

て、子どもたちも減っていますね。 

溝端 そうですね。ありがとうございまし

た。非常に大切なキーポイントになるよう

なお話をいただいたように思います。あり

がとうございました。お時間も守っていた

だきまして恐縮です。 

 それでは、４人目の先生ですね。さっき

高級車の話がありましたけれども、自動車

技術ってこんなに進んでいるんだよ、こん

なに安全運転に、特に冬の安全運転ですね、

滑らない運転ができているんだよという話

と、余り車を信用しなさんなという話と、

多分両方出てくると思うんですが、よろし

くお願いします。藤川さんです。 

藤川 藤川です。ちょっと田中さんのいい

話を聴いて、うるうると来てしまったので、

きちんとしゃべれるかどうか自信がないで

すが。 

 実は、つくばの田舎から参りまして、こ 




